
高度急性期 急性期 回復期 慢性期
休棟中（今後
再開予定）

休棟中（今後
廃止予定）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟予定 廃止予定
介護保険施

設等

仙南 医療法人本多友愛会　仙南病院 0 35 0 80 0 0 0 0 35 80 0 0 0

仙南 みやぎ県南中核病院 26 237 0 0 47 0 26 284 0 0 0 0 0

仙台
独立行政法人労働者健康安全機構
東北労災病院

8 496 44 0 0 0 8 441 55 0 44 0 0

仙台 西仙台病院 0 0 0 229 0 0 0 0 60 169 0 0 0

仙台 ＪＲ仙台病院 0 123 41 0 33 0 0 156 41 0 0 0 0

仙台
一般財団法人周行会　内科佐藤病
院

0 0 41 40 0 0 0 0 81 0 0 0 0

仙台 東北大学病院 810 308 0 0 47 0 857 308 0 0 0 0 0

仙台
独立行政法人国立病院機構仙台医
療センター

650 0 0 0 0 0 437 171 0 0 0 0 0

仙台 仙台市立病院 467 0 0 0 0 0 384 83 0 0 0 0 0

仙台 一般財団法人広南会　広南病院 9 132 0 50 18 0 12 117 30 50 0 0 0

仙台 医療法人松田会　松田病院 0 77 48 0 0 0 0 50 75 0 0 0 0

仙台 公益財団法人宮城厚生協会泉病院 0 55 39 0 0 0 0 0 94 0 0 0 0

仙台 南浜中央病院 0 0 0 42 0 0 0 0 0 0 0 0 42

仙台 松島病院 0 54 0 45 0 0 0 54 0 0 0 0 45

大崎・栗原 栗原市立栗駒病院 0 45 0 30 0 0 0 45 0 0 0 0 30

大崎・栗原 大崎市民病院岩出山分院 0 40 0 0 0 0 0 0 30 0 0 0 0

大崎・栗原
公益財団法人宮城厚生協会　古川
民主病院

0 0 0 97 0 0 0 0 41 0 0 0 44

大崎・栗原 大崎市民病院鳴子温泉分院 0 50 0 80 0 0 0 0 40 0 0 80 0

大崎・栗原 星陵あすか病院 0 0 0 150 150 0 0 0 0 300 0 0 0

大崎・栗原 医療法人社団常仁会　東泉堂病院 0 0 0 35 0 0 0 0 0 0 0 0 35

石巻・登
米・気仙沼

医療法人啓仁会　石巻ロイヤル病院 0 60 60 110 0 0 0 60 110 60 0 0 0

石巻・登
米・気仙沼

登米市立米谷病院 0 49 0 0 0 0 0 40 0 50 0 0 0

石巻・登
米・気仙沼

登米市立登米市民病院 0 168 59 0 0 31 0 168 59 0 31 0 0

区域 医療機関名
許可

病床数

平成30年7
月1日時点
の機能

2025年7月
1日時点の
機能の予

仙台 五十嵐産婦人科医院 7
急性期
機能

廃止予定

仙台
医療法人彰生会
上杉・五十嵐産婦人科医院

14
回復期
機能

廃止予定

仙台 五十嵐小児科・Ｕ歯科 19
休棟中（今後
再開予定）

慢性期
機能

大崎・栗原 佐々木整形外科 19
急性期
機能

休棟予定

石巻・登
米・気仙沼

栗原医院 19
回復期
機能

慢性期
機能

石巻・登
米・気仙沼

医療法人尚仁会　森田医院 3
急性期
機能

慢性期
機能

石巻・登
米・気仙沼

小林直樹眼科 3
急性期
機能

廃止予定 ※H31.3.31で無床化

石巻・登
米・気仙沼

結城産婦人科分院 14
急性期
機能

休棟予定 ※H31.3.31で無床化

石巻・登
米・気仙沼

医療法人社団豊衛会佐藤医院 19
休棟中（今後
廃止予定）

休棟予定

※東北医科薬科大学病院，若林病院，名取守病院を除く（資料４の３頁に記載）
※病床機能報告から修正している病院あり

【有床診療所】

【病院】

区域 医療機関名

医療機能別許可病床数【病棟票】
平成30年7月1日時点 2025年7月1日時点

2025年7月1日における病床の機能の予定に変更があった病床の状況

（Ｈ３０病床機能報告結果）
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病床機能 入院基本料 診療科

仙南 みやぎ県南中核病院 3階西病棟 47 看護師不足のため休棟としていますが、看護師数が充足次第開棟予定です。 再稼働 未定 急性期 入院基本料１ 未定 看護師不足のため休棟中

仙台 独立行政法人地域医療機能推進機構　仙台病院 人間ドック 10 人間ドック（一泊）用の10床を確保しているが、外部の宿泊施設の利用に切り替えたため。 未定

仙台 東北医科薬科大学若林病院 健診センタ－ 12 人間ドック病床として、健康保険外の入室に利用のため。 廃止
2019年4月1日

減　床

2019年4月1日の病床再編で，
許可病床を199床から111床に
変更した際，当該12床を削減。

仙台 独立行政法人地域医療機能推進機構　仙台南病院 健診センター（入院ドック） 10 入院ドックにて使用（１泊ドック等） 稼働中

仙台 一般財団法人広南会　広南病院 ３病棟 18 休棟中のため 再稼働 2021年1月 回復期
回復期リハビリテー
ション病棟入院料２

神経内科・
脳神経外
科

大崎・栗原 星陵あすか病院 5階西病棟 50 平成29年5月1日開設　入院患者が少ないため。 稼働 未定 慢性期 療養病棟入院料１ 内科

大崎・栗原 星陵あすか病院 5階東病棟 50 平成29年5月1日開設　入院患者が少ないため。 稼働 未定 慢性期 療養病棟入院料１ 内科

大崎・栗原 大崎市民病院 4階南病棟（GCU) 3 看護師確保が厳しい状況にあり当該病棟に看護師が配置できないため。 稼働 2019年6月 高度急性期
新生児治療回復室入

院医療管理料
小児科

石巻・登
米・気仙沼

登米市立登米市民病院 南館4階病棟 31 医師不足により、患者確保が減少したため 廃止 2020年4月

病床機能 入院基本料 診療科

仙台 渡辺耳鼻咽喉科気管食道科医院 2 入院患者を受けいれてない 未定 未定

仙台 山田医院 2 需要なし 未定 未定

仙台 五十風小児科・Ｕ歯科 19 経営資源の不足により、必要なスタッフの確保が困難なため。 再稼働 未定 未定 未定 未定 スタッフの確保が困難のため

仙台 タカジン眼科 5 届出は出しているが、休床中のため病床は稼働しておりません。 未定 稼働の必要が現在はないため

仙台 京極クリニック 19 休床中（平成１８年より） 未定
平成１８年１１月より休床中，再開の
見込みなし

大崎・栗原 医療法人社団静信会　日野外科内科 19 看護婦不足のため 未定 未定 一般 入院基本料5 内科・外科
看護師の不足，当直体制が組めな
い

大崎・栗原 一迫内科クリニック 19 新規入院を受け入れていない 未定

大崎・栗原 わたなべ産婦人科　内科・小児科 6 検査時、点滴時のみ使用しております。 未定

大崎・栗原 医療法人社団猪瀬医院 19 スタッフ不足により入院の受け入れができない状況です。 未定
看護師不足のため患者様の受け入
れができない状況です

大崎・栗原 佐藤外科医院 2 看護職員の確保が困難であり、当直体制をとれないため入院なしの状態が続いている。 未定

大崎・栗原 医療法人社団佐藤医院 10 術後、症状が軽快し外来治療となることが多い 稼働中

石巻・登
米・気仙沼

佐久間眼科小児科医院 6 休床中のため 廃止
2019年9月
無床化

石巻・登
米・気仙沼

みやぎ東部循環器科 19 入院診療を休止しているため。 廃止 今年度中

石巻・登
米・気仙沼

小林直樹眼科 3 看護師不足のため。 廃止 2019年3月 看護師不足の為

石巻・登
米・気仙沼

医療法人社団豊衛会　佐藤医院 19 休床中の為 未定 スタッフ不足のため

※平成３０年度病床機能報告において、許可病床のうち全てが非稼働（平成２９年７月１日～平成３０年６月３０日の一年間に一度も入院患者を収容しなかった）と報告のあった病棟及び診療所

（再稼働の場合のみ）
その他補足等

【有床診療所】

区域 医療機関施設名 病床数 「稼働病床数」の合計が0床である理由
今後の
見込み

対応予定
時期

（再稼働の場合のみ）
その他補足等

患者数増加に応じて病床を稼
働。現在200床稼働中。今後も
適時稼働予定。

【病院】

区域 医療機関施設名 病棟名 病床数 「稼働病床数」の合計が0床である理由
今後の
見込み

対応予定
時期

許可病床のうち全てが非稼働と報告のあった病棟及び診療所の状況

（Ｈ３０病床機能報告結果等）
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　宮城県保健福祉部医療政策課長　殿

１　変更の内容

病棟名 医療機能 病床数 病棟名 医療機能 病床数
3A病棟 急性期 46 3A病棟 急性期 46
4A病棟 急性期 41 4A病棟 急性期 41
4C病棟 急性期 59 4C病棟 急性期 60

5A病棟 急性期 39
5B病棟 急性期 56 5B病棟 急性期 56
5C病棟 急性期 47 5C病棟 急性期 47
6A病棟 急性期 49 6A病棟 急性期 49
6B病棟 急性期 57 6B病棟 急性期 60
6C病棟 急性期 51 6C病棟 急性期 52
ICU病棟 高度急性期 14 ICU病棟 高度急性期 14
5N病棟 急性期 42 5N病棟 急性期 44
6N病棟 急性期 46 6N病棟 急性期 46
7N病棟 急性期 46 7N病棟 急性期 46

554 600
3階病棟 急性期 45 3階病棟 急性期 47
4階病棟 急性期 34 4階病棟 急性期 48
〃（地域包括ケア病床） 回復期 12 5階病棟（地域包括ケア病床） 回復期 12
回復期リハビリテーション病棟 回復期 20 〃（回復期リハビリテーション病床） 回復期 20

111 127
名取守病院 療養病棟 慢性期 62 名取守病院 療養病棟 慢性期 0

変更予定日　令和２年９月１日

２　変更の具体的な理由（現状と変更する必要性、地域で必要とされる役割）

本院

合計

合計

担当者氏名：　東北医科薬科大学 病院経営管理部 大森壮晃

病床機能の転換予定に関する理由書

令和元年　9月　27　日

　　　　　　　　　　　　　　学校法人 東北医科薬科大学
　　　　　　　　　　　　　　理　事　長　髙 柳　元 明

2019年9月時点医療機能 変更後医療機能

医学部開設に伴い、附属病院として求められる教育・診療機能を整備し、医師をはじめとした医療人養成および地域医療に対する貢献を高
めるため、附属病院間の病床を再編するもの。

【本院】
（１） 医学部を有する大学の附属病院本院として、一定の病床規模（600床以上）を確保するため、名取守病院の療養病床62床のうち46床を
一般（急性期）として本院に移動し、診療・教育機能を整備・拡充するもの。
（２） 診療機能については、今後も地域医療支援病院をはじめとした指定医療機関としての役割を担うとともに、救急医療等の充実や先進
医療への取組みを強化し、特定機能病院の取得を目指す。
（３） 医師の卒前・卒後教育については、関連教育病院や地域医療教育の拠点となる病院等とともに卒後のキャリア形成を含めたサポート
体制を構築しており、その充実を図るもの。

【若林病院】
（１） 平成31年4月、199床の病床のうち本院へ88床を移動し、111床にて運営している。一般病床（急性期）を減床したが現状では同病床が
不足しており、同病床が満床の場合には許容される範囲内において回復期病床で受入れたり、近隣のクリニック等からの入院依頼を断る
事態も生じている。
また、緊急入院（救急患者を含む）についても病床不足のため十分な受入れができない状況にある。
かかる状況を改善し若林区唯一の総合病院として地域のニーズに十分に対応するため、本院と同じく名取守病院から病床（16床）を移動す
るもの。
（２） 本院と同様に、医師の卒前・卒後教育をはじめ、医療人養成の機能を担っており、その充実を図るもの。

本院、若林病院ともに、それぞれの役割に沿った病床数や機能を担うことにより、連携して地域医療への貢献を高めていきたい。

本院

合計

若林病院

合計

若林病院
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